
　ご存知のように、TOEFL iBT®で出題される英単語についての設問は
Reading Section の同意語問題です。但し、想像力を少し発揮すれば、この
試験で英単語の力が試されるのは英語４技能のあらゆる側面であることは明
らか。だからこそ表題は「英単語 (＝英語 ) 攻略法」としました。以下、設問タ
イプから攻略法へ総合的に説明します。

◉同意語句問題 (Reading Section)
　TOEFL TEST でもその他の英語テストでも、同意語問題はかなり頻出。
TOEFL iBTでは、一貫して以下のような形式で出題されます。
例：The word “concur” in the passage is closest in meaning to ( 　　 ). 
A conquer  B agree  C deny  D prevail　　　　　　　Answer key : B

◉Complete the Words (Reading Section)
　２０２６年１月から実施の新形式 TOEFLで新たなタイプとして登場します。
　１００語程度の英文が提示され、内容・前後関係から判断して該当単語の
欠落した綴りを埋めさせる問題。「意味・文法・綴り」の面から正しい単語を
完成する力が試されます。
例：He lik_ _ to w_ _der around the ci_ _ with_ _ _ a plan. 
Answer key : 1. es   2. an   3. ty,   4. out

◉Listen and Repeat (Speaking Section)
　これも新しい設問タイプです。受験者は画像を見ながらナレーターが発話
する5～ 15 語程度の英文を聴いて、その後リピートすることが求められます。

さもなければ、以下のやり方をぜひ試してください。

ListeningとSpeakingにも対応できてより記憶を定着させたいなら
　上記のやり方だけでなくrestrain⇒抑える⇒control の順にナレーターの発
話にかぶせるよう発話しましょう。その際、発話間に少しのポーズ ( 合間 ) が
あるので、可能なら「restrain⇒抑える⇒control」と繰り返しましょう。
　本書の音源は、例文を入れても１２語 (１頁 ) が２分なので、なんと３０分で
１８０語カバーできます。通勤・通学の車中でmumblingしながら３０分で１８０語、
約１１日で本書が一周できます。よりスピードが必要な新 TOEFL の４技能問
題に対応するために、まずは以上の方法を一ヶ月試してください。音源に慣
れてきたら、二周目、三周目は音源なしで迅速に暗記することも可能。また
本書は赤い暗記シート等を使えば、各語の頭文字しか見えないようにできる
ので、特に苦手な単語の記憶定着にも効果的です。綴りが苦手な単語は、
“How do I spell this?”と自問しながら実際に綴りを言って覚えましょう。
　以下に攻略法に関連する注意事項や詳細を参考として示しておきます。

ただの音読はダメ！
　音読は暗記や読解力のために非常に役に立つ方法だと言われており、半
分は正しいです。しかし考えてみてください。ネイティブスピーカーの正しい
音源なしにただ英語を音読し続けていると、自己流の発音・強勢・イントネー
ションが定着して、それが音声的な弱点となり、Speakingや Listeningにとっ
ては致命的です。この弊害を避ける手段は、皆さんの多くがご存知のシャドー
イングやリピーティング。より流ちょうなネイティブに近いイントネーションや

例：“Please don’t omit any important details.”　　　　 

　以上の設問対策としては、『1900』のダウンロード音源で各例文が流れた直
後にリピートする練習を暗記演習の一環として絶えず繰り返すこと。最初は冒
頭の部分だけぐらいか、あるいは曖昧にしか発話できないかもしれませんが、
めげずに続けて練習しましょう。15 語以内の英文なら必ず一気にリピートでき
るようになります。また本書の単語Quiz では綴りを穴埋めする設問も出題さ
れていますので覚えたと思ったら挑戦しましょう。

　このように、これまで別々にこま切れとして行ってきた暗記演習を、もっとダ
イナミックに実施し単語の「綴り・意味・音を同時に体得する」ことが、この
『1900』が目指す英単語を多面的な道具にする最上の手段。その先にあるのは、
世界レベルで学びコミュニケーションがとれる英語力の獲得でしょう。

　次により具体的な『1900』の使い方を詳述します。

◉より具体的な『1900』の有効活用法
ぶつぶつつぶやき(mumbling)ながらでもいいから、必ず発話しながら覚えよう！
　最初に言っておきますが、大前提として各自の好きなやり方で覚えて構いま
せん。
　通常は、表題語が restrain なら、まず①restrainを見る⇒②語義「抑える」
を見る⇒③同意語 control, suppressを見る④例文は後回しで次の表題語へ、
でしょう。これでもしっかり記憶に残り、４技能に対応できるならＯＫですが…
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　以上の方法を交互に交えながらより長めの passage にも挑戦して、ダイナ
ミックな英語力の獲得を目指してください。『１９００』が完成したら、その姉妹
編である『TOEFL TEST 必須英単語５６００』でCEFR の C１～C２レベルを目
指してください。

◉新スコア表記について
　2026年 1月21日より、TOEFLは新たに1～6のスコアスケール（0.5刻み）
を導入し、従来の 0～120スコアと併用されます。TOEFL のスコアをCEFR
（ヨーロッパ言語共通参照枠）と整合させることで、スコアの解釈を簡易化し、
英語学習と評価の経験とのつながりを明確にすることを目的としています。例
えば、全セクションにおいてスコア 5は CEFR の C1レベルに相当します。
旧スコアとの併記は 2027 年後半まで続く予定です。

強勢の再現を可能にするために音読だけに頼らず『１９００』の DL 音源や
Official TOEFL iBT® TEST、そして『必須英単語５６００』の音源を活用しましょう。

◉シャドーイング
　私の本務校であるLINGO L.L.C. のやり方がシンプルなので共有します。
　例文音声を流し、一文を聴き終わってからではなく、最初の２、3語あたり
からやや遅れ気味に重複しながら音をかぶせ再現する。その際に意味は無視
して音 (発音、強勢、イントネーションなど )の再現だけに集中。
　ヘッドセットを使いながら何度もシャドーイングを繰り返し、自分の再現が
オリジナルに近づいたという実感がでてきたら、シャドーイングしながら自分
の音声を録音してオリジナルに近いかを確認します。再生してオリジナルに近
いイントネーションや強勢が再現されていたらこのプロセスは完了。
　最後にここで初めて「意味」を意識しながらシャドーイングしてみる。音声と
意味がバランスよく再現出来たらその例文のシャドーイングは完成。その後は
５０～２００語程度の音源も使って練習を続けましょう。

◉リピーティング
　シャドーイングとは違って、例文を最後まで聴き、そのあとリピート。聴きとり
とリピートを連続で繰り返し、音がほぼ正確に再現できると確信したら半分完成。
　最後の半分は、音源なしで例文の文字を見ながら音読してオリジナルのイ
ントネーションや強勢に近いかを確認。このようにして何度も音読とリピート
を繰り返し、その都度録音して、少しずつ物事の説明や自分の考えを短文で
言えるようになれば、かなり程度の高い speech へと近づいていきます。
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